
8 .夏 播 レタスにおける播 種適期 と移植
■ルチ栽培 の効果

1.背 景と特徴

9月 , 10月 穣リレタスの価格が比較的安定していることや、春播の跡地利用
ができるこ

となどから、7月 上中旬播種の作型がふえつつある。

しかし栽培的には夏季高温、乾燥による発芽、初期生百の不良、高冷地では秋冷が早
い.こ

とによる不結球、小球が多いなどのFF18題がある。すでに発芽初期生育にういては、発促進剤、

土魂水分の関係で報告してあるが、引きつづき播極適期、移植、
マルチ等について検討したD

2 技 術内容

1)夏 播レタスの播種適期

夏播レタスの播極適期として9月第 2、第3半句あ平均温度 18℃ 前後から収穫が始ま

るような播極期 (1'直播では7月 15～ 20日  t問)移植 (2'日 育苗の場合では)7月 10

～ 1'日  と 比較的狭い範囲にあり、これ以前では結球期における高温障害による品質低

下、以降では秋冷による小球が増加する。

2)直 播と移植の比較

移植は直播に比べ球重でやや分り生育期間も長いが、欠株・腐敗率等が少なく球揃いも

すぐれ、品質,収 童的にも安定する。

3)移 植栽培におけるポリマルテ効果

移植栽培ではポリマルチ保により10%前 後の増収が期待でき播種劇が遅いほど効果が

高いb直 播でも同様の傾向が認められるが播種期,午 次により欠株が多く、収量的に不安

定である。

4)こ の技遵の適応範囲は、準高冷地および高冷地帯とする。

ユ 普 及上の留意点

1)直 播栽培においてヽ乾燥時における播種は、千才炭素処理等で発芽促進が可能であるが、

適湿時であれば慣行のi催芽処理を行い播種する。

2)育 苗はベーパニポツトボJ用の寒冷紗被覆とするが、寒冷紗はトンネル状とせず日中
の強

日射や強雨時以外は除去じ健苗育成を図る。

3)品 種は Fみかどグレート3204」 でよいが、播種期が適期よりやや遅れる場合は早生

品種 (ベ ンレーク等 )を供用 しポリマルチ栽培とする。

4)移 植時には株元に土をのせ、萎れた葉が直接ポリフイルム上に触れておこる葉やけや、

植傷の防止を図る。

-6う  ―

上‐  ■  |  ‐ |



4.試 験成績の概要

1)試 験課題名

夏播レタスの栽培技術確立試験

2)試 験年次および場所

S48～ 50年   岩 手県園芸試験場高冷地分場

3)試 抜方法

(1)品 極対播極期試験 (48年 ,49年 ,50年 )

播 種 期  7 月 1 0 日, 1 7 日, 2 4 日, 9 1 日

供試品極  グ レー トレークス966他 5品 種

像)i葛温時における数ワラおよびボ"マルチ効果(49年 メ    :

敷ワラ標準量(a当 17駒 )区

数ワラ5害J増区

敷ワラ■ポリマルチ併用区    直 播栽培で検討

ポリマルチ腫鱒                     |`

!    裸
 地  区

: (勁
 移 植栽培における播種期とポリマルチ効果(5o年 )

播 種 期  7 月 1 0 日・1 7 日, 2 4 日

マルチ区 (黒 ポ"フイルム),裸 地区    |′
 !・

4)試 験結果

(1)夏 播レタスにおける品種対播種期試験       |

品極対播種期試験を直播栽培で3年継続 し、適品種と播種適如を検討した。その結果

落極期では9月 10日 以前の平均気温 18～ '0地 以上に収穫苅'こ入るケ月
｀
10‐白播で

は、いずれの年でも中肋突起等の高温障害で品質が低下したど
1逆
に7月 24白 播以降で

は収極期が10月 上句の 1li12絶 あ低温期に大なたぁ小まおま歩t品なが低下した。

従って直播における適播種則は収穂期が9月第2,第 3半旬の平均温度 lat以 下から

始まるような播種期、つまり7月 15～ 20白 と比較的狭↓`範囲tとみられ、適品種は年

次別,播種測によリー定でないが 「
‐
みかどグレー ト3204」 が収量;品質的に安定し     ‐

た。                 1 ‐ ‐十 !

像)移 植栽培における播種期試験   ・   :

直結栽培では、欠株,生育の不揃いで生産が不安定のため移植栽培を検討したがその

|
.壊 帥 ,議 由 臨 輛 桟… J
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結果、直播裁培に比べ球重でやや分り、生育日数も
う～6日長いが腐敗率,欠株等も少

なく、球揃いも良く、品質収量的に明らかにまさった。また移植
における播種適期は直

播より5～ 6日早い7月 10日
～ 15日 に認められた。

o)ポ リマルチの効果について              、

49年 は直播栽培において、初期の地温低下を主な瓶らいとし、
マノィチ保の検討を行

ったが、数ワラ又は敗ワラにポリマルチ併用の地温低下効果は少なく、む
じろポリマル

チ1熱により、腐敗,不結球が少なく、再温障害による品質低下も少
なかった。しかしポ

リマルチによる直播では、欠株が年により著しく増力出するため移植栽培におけるポリ
マ

ルチの効果と検討した結果、直播とほぼ同様の増収効果が認めら
れ、欠株もなく収量的

にも10%以 上の増収が認められた。
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第 2図  移 植におけるポリマルチ効果 (対 無マルチ比

2 0 0 1 球
重 腐敗率

6)残 された問題

夏特yt み々に■ける育苗日数について

初夏播レタス(5月 中下～6月上旬播 )の作型確立

秋冷時にお,る、1ィォル被覆効果について

低標高地における真播レタスのポリマルチングの効果

参考資料

(1)岩 手県園芸試験場高冷地方場試験成績書

セ)寒 高冷地'どおける野菜のポリマルチ栽培

S'0年 )

不結球率

S48～ 50年

岩手園試,長野園試・山梨岳麓分場
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“)

(45～ 46年 )

直播 レタスの生長促進、作期拡大に対するポリマルチの効果  浜 島、高野

農業及園芸 48-1  農 業技術体系

ンタスめ生育ステージと生理 ,生 態  農 業技術大系 (加藤 )
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第 3表  直 播における敷ワラおよびポリマルチの効果

項  目

試験区

全 重

g

球 重

g

球 径 筋 芯 長

御沼

腐敗率

%

不結球

率 %

10a当

収量賂
品 質

縦 径 横 隆

敷 ワラ標準量 (a当 17酵)

蚊 ワラ (桜 )十 ポリマルチ

敷 ワ  ラ  ) 割  増

敷 ワラ (増 )十 ポ リマルチ

ポ リ マ ル チ ( 黒 )

地株

571

591

558

608

624

585

298

314

297

3 1 1

9 1う

3 1 1

9 4

l Q  4

9 0

' 7

1 0 4

9 7

128

1ユ9

128

129

1ユ8

1ユ3

27

ユ2

ユ2

ユ 1

ユ 2

ユ o

322

2Q0

3ユ 7

31.1

204

5 曳4

2ユ 6

25

267

11.2

曳 1

6 5

878

1,622

784

1 , 2 “

1,565

790

分る米

良

分るX

良

良

分るX

は種期 7月 供試品種 グ レー トレークス366

X中 肋突起、業のよじれ等が発生

9も 県北地域 におけ るイチ ゴの マルチ栽培 について

一農試 県北分場 一
!

上 背 景と特徴   、

近年、果北畑作地常における商品生産農業の展開には見るべきものがあり、野菜作も著し

く伸び、48年 度の農業粗生産頒位においては、米,タパヨ,プ ロイラーに次いで第4位

(比率 11メ`)と なっている。

このうちイチゴ栽培は久慈市,二 戸市を中心に1 0 ha程度であるが、消費の伸びと対応

し、安定 ・多収技術体系の確立により、今後の増加が期待される。

当場においては、地域気象条件に適応した栽培法について、47年 から'ケ年、検討を加

えてきたが、一応の成果を得たので透明秋マルチおよび全期黒色マルチ栽培法にういて普及

上の参考事項としたい。

2.技 術内容

(1)冷 涼な気象下にある県北のイナゴ栽培にとって、マルチの使用は必須の条件といえる。

しかしながら越冬後もマルチ状態を継続すると開花期が早まり、ところによっては霜害に

よる減収の危険を伴う。この点を解決するため、定植と同時に透明フイルムを被覆し、越

冬前の生育を促進するとともに、翌奉マルチを除去することにより、裸地状態で開花期を

遅らせ、晩霜回避を計る。このような |・透明秋マルチ」栽培により安定して多収を得るこ

とができる。また開花期が2日ほど早まるものの全期黒色マルチ裁培も有効である。
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